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路傍の花　コスモス（秋桜）
上矢立自治会個人宅　　

　10 月号の広報紙に県下約 40 自治体が同一記事
を掲載します。11 月１日の「本格焼酎の日」を前に，
その魅力をＰＲします。（本紙２～３ページに掲載）

第11回「日本棚田百選」ウォークin幸田が10月2日に実施され， 約240名が参加しました。



https://www.youtube.com/watch?v=c7iKH8H5Puo

県内113全ての蔵元の焼酎が６杯500円で楽
しめます。抽選で本格焼酎のプレゼントも。「1
万人でいっせい乾杯」や奄美出身の人気デュ
オ・カサリンチュのライブ、前園真聖さんの
トークショーなども行います。

「黒“糖”焼酎だから糖質が多い」とよく
誤解されますが、本格焼酎は全て糖質
ゼロ。ダイエットにも最適です。黒糖焼
酎は奄美地方でしか造られない特別な
お酒。すっきりした味わいで、どんな割
り方も合います。私は紅茶割りでよく楽
しんでいますよ。

だ

﨑本 彩さん（21）
鹿児島市在住

● 「本格」焼酎とは、麹にイモや黒糖などの主原料を加えて発酵を進め、
できたもろみを単式蒸留器でじっくり蒸留して造られる、砂糖やアル
コールなどの添加物が一切無い焼酎。原料の風味が豊かで、味わい深
いのが特徴。

● 鹿児島の焼酎は「薩摩焼酎」として世界貿易機関（WTO）のトリプス協
定で、地理的表示の産地指定を受けています。

● 昭和62年、日本酒造組合中央会が、新酒がおいしい季節の11月１日
を本格焼酎の日と制定。平成19年には、奄美大島酒造組合が「こ・く・
とう」と読める５月９、10日を奄美黒糖焼酎の日と制定。

鹿児島の焼酎の
魅力が分かる動画は
こちらから

※お酒は20歳になってから、適量で。
※飲酒運転は法律で禁止されています。
※妊娠中や授乳期の飲酒は控えましょう。

INTERVIEW

本格焼酎の日11月1日を前に、鹿児島の焼酎の良さにあらためて目を向けてもらおうと、県内自治体有志で組んだ合同特集です。

鮫島吉
よし

廣
ひろ

さん（68）
南さつま市出身。大手酒造
メーカー勤務を経て、鹿児島
大学教授、全国初の焼酎学講
座を開講。同大焼酎・発酵学
センター客員教授。同市在住。

芋焼酎のお勧めの飲み方は「お湯割り」。
香りが立ち、鹿児島の料理の味を引き
立ててくれます。黒ぢょかや薩摩切子、
そらきゅうなどの酒器にも鹿児島ならで
はの歴史や文化が隠れていて魅力的で
すね。焼酎を飲む人はみんな笑顔。人
同士を結ぶすてきなお酒です。

森 万
ま

由
ゆ

子
こ

さん（21）
鹿児島市在住

INTERVIEW

2015ミス奄美黒糖焼酎
2015ミス薩摩焼酎
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黒糖焼酎の歴史
焼酎の伝来経路には諸説ありますが、
その一つに、約500年前にタイから琉球を
経て、奄美群島、薩摩へというルートが
あります。黒糖焼酎の原料である、黒糖（サ
トウキビ）は今から400年ほど前に、奄美
大島の直

すなお

川
かわ

智
ち

が中国から密かにサトウキ
ビの苗３本を隠し持って帰ったことから
始まったようです。
黒糖焼酎は江戸時代から奄美群島（諸
島）でひそかに製造されていたようで
す。昭和28年に奄美群島の日本返還に伴
い、日本の酒税法が適用されますが、当
時の酒税法では黒糖を使ったものは焼酎
と認められず、高い税率区分になりかね
ませんでした。そこで、島民の願いもあり、
取り扱いに関して議論され、米こうじ併
用を条件に、熊本国税局大島税務署の管
轄区域（奄美群島の奄美大島・喜界島・徳
之島・沖永良部島・与論島）に限って黒糖
原料の焼酎製造を特別に認めました。こ
のため、黒糖焼酎は奄美群島でのみ製造
が許されている特別な焼酎となっています。

鹿
児
島
の

本
格
焼
酎
の

基
礎
知
識

焼酎は
皆
さ
ん
は
「
ダ
レ
ヤ
メ
」
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
鹿
児
島
弁
で「
ダ
レ（
疲

れ
）」
を
「
ヤ
メ（
取
）る
」。
仕
事
の
後
、
本

格
焼
酎
（
以
下
、
焼
酎
）
を
飲
ん
で
一
日
の

疲
れ
と
ス
ト
レ
ス
を
癒
や
し
、
明
日
へ
の
活

力
を
養
う
、
鹿
児
島
の
晩
酌
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
鹿
児
島
に
ダ
レ
ヤ
メ
文
化
が
根
付
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
鹿
児
島
大
学
の
焼
酎
の

専
門
家
・
鮫
島
吉よ

し

廣ひ
ろ

さ
ん（
68
）に
、
そ
の
背

景
を
尋
ね
ま
し
た
。

風
土
が
生
ん
だ「
鹿
児
島
」の
お
酒

「
鹿
児
島
は
焼
酎
発
祥
の
地
。
16
世
紀
の

大
工
の
落
書
き
に
庶
民
の
お
酒
と
し
て
広

ま
っ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
18
世

紀
に
は
当
時
高
価
な
米
の
代
わ
り
に
、
安
く

て
育
て
や
す
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
清
酒
作
り
に
向

か
な
い
暑
い
土
地
柄
が
、
焼
酎
造
り
に
合
う

麹
菌
の
導
入
や
製
造
法
の
工
夫
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
奄
美
地
方
で
は
、
黒
糖
の
産
地

な
ら
で
は
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
原
料
に
し
た
黒

糖
焼
酎
が
造
ら
れ
る
な
ど
、
鹿
児
島
独
自
の

お
酒
と
し
て
進
化
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。

鹿
児
島
の
味
付
け
は
、
し
ょ
う
ゆ
を
は

じ
め
甘
く
こ
っ
て
り
。
そ
の
味
に
合
う
の

が
す
っ
き
り
と
し
た
『
焼
酎
』。
お
湯
割
り
、

水
割
り
な
ど
自
分
の
好
み
の
濃
さ
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
を
変
え
て
食
中
酒
と
し
て
楽
し

め
る
、
世
界
的
に
も
特
に
珍
し
い
蒸
留
酒
な

の
で
す
。
さ
ら
に
鹿
児
島
大
学
の
最
近
の
研

究
で
、
焼
酎
は
『
水
や
ほ
か
の
酒
よ
り
も
、

食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
高

い
』
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
糖
質
や
プ
リ

ン
体
も
含
ま
ず
、
ま
さ
に
健
康
を
考
え
て
飲

む
な
ら
焼
酎
が
一
番
。

県
内
に
は
１
１
３
の
蔵
元
が
あ
り
、
そ
の

数
は
日
本
一
。
各
蔵
元
が
作
る
豊
富
な
銘
柄

と
多
様
な
味
わ
い
は
、
毎
日
飲
む
お
酒
と
し

て
無
限
の
楽
し
さ
を
秘
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
要
素
が
、
私
た
ち

に
ダ
レ
ヤ
メ
文
化
を
根
付
か
せ
た
の
で
す
」

焼
酎
を
最
高
の
お
も
て
な
し
に

鹿
児
島
県
は
焼
酎
文
化
で
「
お
も
て
な

し
」
を
掲
げ
る
条
例
ま
で
制
定
し
た
、
自
他

共
に
認
め
る
焼
酎
王
国
。
体
に
優
し
い
焼
酎

は
、
地
域
独
自
の
歴
史
と
文
化
が
ぎ
っ
し
り

詰
ま
っ
た
最
高
の
一
品
で
す
。
県
外
の
人
に

ぜ
ひ
焼
酎
の
良
さ
を
伝
え
、
こ
だ
わ
り
の
飲

み
方
や
多
様
な
銘
柄
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
が
、
鹿
児
島
の
魅
力

を
高
め
て
く
れ
ま
す
。「
ダ
レ
ヤ
メ
」
が
全

国
に
広
ま
る
日
を
夢
見
て
、
今
宵
も
鹿か

ご
ん
ま

児
島

の
焼
酎
で
乾
杯
、
し
ま
せ
ん
か
。

県・市町村合同企画
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広
ま
る
日
を
夢
見
て
、
今
宵
も
鹿か

ご
ん
ま

児
島

の
焼
酎
で
乾
杯
、
し
ま
せ
ん
か
。

県・市町村合同企画
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湧水町
独自記事

有
機
芋
焼
酎

竹中池湧水有機生産組合

平成 12 年設立　現農家数１８戸

　 【栽培面積】
焼酎用有機米　　6.0㌶
焼酎用有機甘

かんしょ

藷　5.6㌶

取
組
み
が
評
価
さ
れ

　
九
州
農
政
局
長
賞
を
受
賞

　
竹
中
池
湧
水
有
機
生
産
組

合
は
、
毎
年
、
県
農
業
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー
で
の
有
機
農

業
等
に
関
す
る
最
新
技
術
研

修
や
先
進
地
視
察
研
修
を
実

施
し
、
有
機
栽
培
技
術
の
向

上
に
努
め
、
小
正
醸
造
株
式

会
社
と
の
契
約
栽
培
に
よ
り

有
機
焼
酎
「
天
地
水
楽
」
等

の
有
機
加
工
原
材
料
で
あ
る

米
30
ト
ン
、
甘
藷
１
５
０
ト
ン
を
15
年
間
の
永
き
に
わ
た
り

安
定
的
に
生
産
・
供
給
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

平
成
28
年
３
月
に
九
州
農
政
局
等
が
主
催
し
た
平
成
27
年
度

九
州
地
域
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

最
高
賞
で
あ
る
九
州
農
政
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
組
合
は
、
地
域
高
齢
農
業
者
の
農
作
業
受
託

の
実
施
や
地
域
の
遊
休
農
地
等
を
活
用
し
た
有
機
甘
藷
栽

培
を
行
い
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
や
県
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
な
参
加
を
行
い
、
消
費
者
に
対
し

て
、
有
機
農
産
物
と
湧
水
を
使
用
し
た
有
機
芋
焼
酎
の
Ｐ

Ｒ
を
通
じ
て
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
地
区
在
住
の
桑く
わ
は
ら原
佐さ
と
し年
氏
が
代
表
を
務

め
る
竹
中
池
湧
水
有
機
生
産
組
合
は
、
こ
れ
ま

で
小
正
醸
造
株
式
会
社
（
日
置
市
）
向
け
に
有

機
認
証
を
受
け
た
圃
場
で
甘
藷
・
米
の
生
産
を

行
っ
て
い
ま
す
。
有
機
栽
培
で
の
農
産
物
生
産

は
、
非
常
に
手
間
が
か
か
り
、
除
草
は
も
と
よ

り
施
肥
、
防
除
な
ど
に
一
切
の
農
薬
を
使
用
し

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
生
産
物
に
は
大
き
な
付

加
価
値
が
生
ま
れ
、
こ
だ
わ
り
の
消
費
者
か
ら

需
要
が
発
生
し
ま
す
。
同
組
合
は
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
に
基
づ
き
、
徹
底
し
た
栽
培
管
理
と
生
産

を
行
う
組
合
と
し
て
、
平
成
12
年
か
ら
取
組
み

を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
正
醸
造
株
式
会
社
は
、
生
産
者
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
本
町
で
生
産
さ
れ
た
有
機
の

お
米
、
有
機
の
お
芋
、
竹
中
池
湧
水
の
お
水
を

利
用
し
た
こ
だ
わ
り
の
芋
焼
酎
「
天
地
水
楽
」

を
平
成
13
年
６
月
５
日
に
国
内
初
の
有
機
芋
焼

酎
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
焼
酎
の
銘
柄「
天

地
水
楽
」
は
、
平
成
12
年
に
公
募
・
決
定
さ
れ
、

平
成
15
年
に
は
現
在
の
新
ラ
ベ
ル
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
ラ
ベ
ル
に
は
消
費
者
が
、
安
心

し
て
こ
だ
わ
り
の
芋
焼
酎
を
購
入
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
生
産
者
の
直
筆
署
名
と
印
影
も
掲

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
多
用
な
機
能
を
発

揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
環
境
と
調
和
し
、
持

続
的
に
発
展
す
る
と
い
う
農
業
本
来
の
特
性
を

充
分
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
有
機
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
保
全
型

農
業
の
確
立
を
目
指
し
、
農
業
に
対
す
る
国
民

の
皆
様
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

表彰を受ける桑原佐年組合長（前列右）
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栗野駅広場

沢原高原

栗野岳温泉 国民宿舎レインボー桜島

期　

間

2016
10/1（土）～1/31（火）

2017

　

地
方
創
生
の
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
、
湧

水
町
・
霧
島
市
に
ま
た
が
る
霧
島
連
山
北
部
地

域
を
中
心
に
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
減
少
し
た

観
光
客
を
呼
び
戻
そ
う
と
霧
島
山
麓
湧
水
町

観
光
協
会
、
霧
島
市
観
光
協
会
、
湧
水
町
商
工

会
、
霧
島
ア
ー
ト
の
森
（
鹿
児
島
県
）、
霧
島

山
麓
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
霧
島
温
泉

の
ホ
テ
ル
な
ど
と
連
携
を
図
り
、「
湧
水
・
霧

島
ア
ー
ト
な
旅
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
現

在
、
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

霧
島
連
山
北
部
地
域
が
有
す
る
自
然
や
温

泉
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
に
新
た
な
地
域
資

源
を
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
自
然
や
芸
術

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
芸
術
作

品
等
を
湧
水
・
霧
島
エ
リ
ア
に
展
示
し
、
同
エ

リ
ア
を
ア
ー
ト
で
繋
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
広
域
連

携
を
図
り
な
が
ら
『
ア
ー
ト
な
旅
』
を
新
た
な

観
光
の
目
玉
と
し
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

沢原高原から栗野岳温泉，霧島温泉郷を通って霧島神宮

までをアートロードと銘打ち，湧水町・霧島市のアート

な旅を満喫しながら，スタンプラリーを楽しめます。

詳しくは霧島山麓湧水町観光協会（☎ 74 ー 5690）へ。

　昨年の全国大会を機に県下一円より有志が集

まり，霧島山麓チェンソーアートクラブが結成

され，今年も”チェンソーアート全国大会”を

11 月 5，6 日に予定をしています。今回，霧島

温泉のホテル等にチェンソーアートの作品を展

示していることから「湧水・霧島アートな旅」

及び「チェンソーアート全国大会」のＰＲを兼

ねて，町内外で魅力を発信中。9 月は国民宿舎

レインボー桜島で実演実施。10 月 23 日（日）

に霧島神話の里公園（霧島市）で実演を予定。

　湧水・霧島
アートな旅スタンプラリー

チェンソーアート

町内外でチェン

ソーアートＰＲ。

次回は，霧島神話

の里公園
期日：10月23日㈰
時間：10：00 ～ 14:00

　アートとは人によって，またはその時の心の様によっても感じ方が変わる

もの。湧水・霧島エリアでは，アートを軸として豊かな自然が育む景色や地

域で生まれた作品、発信したい活動などを一本の道として繋げる。

　見る，触れる，聴く，創る，味わう。たくさんの人の手や思いが生み出すアー

トな旅をお楽しみください。
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湧水町地域おこし協力隊員の募集について

湧水町再生可能エネルギー発電設備の
設置に関するガイドラインを策定しました

　本町では地域おこしに意欲のある人材を誘致し，定住・定着を図るとともに若者等の定住及び地域活性化

推進のため，「湧水町地域おこし協力隊員」を募集しています。ただし，３大都市圏をはじめとする都市
地域等から湧水町に住民票を移動できる方が対象となります。（町が協力隊員として委嘱する前に本町
に住民票を移動した場合は対象外です。）

　　業務概要及び募集人員

地元住民や来訪者にとって魅力あふれる地域づくりに取り組んでいただきます。
（１）特産品の開発活動及び地域資源の発掘，観光等情報発信支援事業等　　　１名
（２）空き家を活用した移住，定住及び地域間交流の促進活動等　　　　　　　１名
　※その他，詳しい募集要項については，町ホームページにて確認することができます。

　　　　　　（お問い合わせ先）　　商工観光課　TEL　０９９５ー７４ー３１１１（内線 2221）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企　画　課　TEL　０９９５ー７４ー３１１１（内線 2262）

　本町では太陽光・風力・水力・地熱・バイオマスなどの再生可能エネルギー発電設備の設置について，災
害防止と景観や生活環境の保全を図るため，「湧水町再生可能エネルギー発電設備の設置に関するガイドラ
イン」を策定し，平成２８年９月１日から運用を開始しました。ガイドラインでは事業者と地域との良好な
環境が構築できるよう，計画書の提出や住民説明会の開催などを求めています。ガイドラインについては町
ホームページに掲載しておりますのでご確認ください。

　　対象となる地域と発電設備
　湧水町全域を対象地域とし，電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に
関する特別措置法（平成２３年法律第 108 号）第２条第４項に規定する「再生可

能エネルギー源」のうち太陽光，風力 , 水力 , 地熱及びバイオマスを活用した
発電設備における新設 , 増設，大規模な改修等を対象とします。
　なお，太陽光発電設備については，計画面積が１，０００㎡以上のものが対象と
なります。

（お問い合わせ先）　　企画課　TEL　０９９５ー７４ー３１１１（内線 2262）



問い合わせ先
保健衛生課　栗野保健センター
〒 899-6207　鹿児島県姶良郡湧水町米永 445番地 8
☎０９９５ー７４ー３１２０

不妊治療費助成制度のご案内
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　湧水町では，安心して子どもを産み育てることのできる環境づくりを推進するとともに，不妊に悩む夫婦の精神
的負担と経済的負担の軽減を図り，「体外受精および顕微授精」による不妊治療を受けられるご夫婦に対し，特定
不妊治療費の一部を助成します。

　　対象となる治療
　県の指定している次の医療機関（以下「指定医療機関」という。）において，配偶者間で行う医療保険が適用さ

れない「体外受精及び顕微授精」を助成の対象とします。

　　対象となる方
①　法律上の婚姻をしている夫婦であること。
②　夫若しくは妻のいずれか一方または両方が町内に 1 年以上住所を有していること。　
③　夫及び妻の前年の所得（1 月から 5 月までの申請については前々年の所得）の合計金額が 730 万円未満であ

ること。
④　税金等（町民税，固定資産税，軽自動車税，介護保険料及び国民健康保険税をいう。）町営住宅の住宅使用料，

水道使用料及び保育料を滞納していないこと。
⑤　治療開始時における妻の年齢が 43 歳未満の方。

●県内の指定医療機関

●助成額・助成回数
　〈助成額〉

・助成金は，1 年度あたり 15 万円を限度に通算 5 年間助成します。ただし，他の市町村から既に助成を受けて
いる場合は，その助成年数から控除します。

・特定不妊治療に至る過程の一環として行う精子を精巣，または精巣上体から採取するための手術（「男性不妊
治療」といいます。）を実施した場合は，１回の治療につき 15 万円を限度に通算５回助成します。

※申請は，治療が終了後 1 年以内に行うものとし，助成については申請のあった年度分とします。

医療機関名 住　　　　　　所 電話番号

鹿児島大学病院 〒 890 － 0075　
鹿児島市桜ヶ丘 8 － 35 － 1 099 － 275 － 5888

レディースクリニック
あいいく

〒 891 － 0114　
鹿児島市小松原 1 － 40 － 2 099 － 260 － 8878

竹内レディース
クリニック

〒 899 － 5421　
姶良市東餅田 502 － 2 0995 － 65 － 2296

松田ウイメンズ
クリニック

〒 892 － 0844
鹿児島市山之口町 1 － 10 鹿児島中央ビル３F 099 － 224 － 4124

フィオーレ第一病院 〒 899 － 5215　
姶良市加治木町本町 307 －１ 0995 － 63 － 2158
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おはなし会スペシャル

創作教室

「ウィンドチャイムづくり」

開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３　月曜休館含む）　　
問合せ先：７４－１８２１

くりの図書館に来てね！
栗野小学校５・６年生　選書体験講座

　読んだことのない
本ばかり！

どれにしようかな～

ぼくの１冊
決めました！

本を選んだら
みんなで読書♪

「こんな本もあるよ」

友だちとも相談

　

９
月
２
日
、
栗
野
小
学
校
５
・
６
年
生
63
名

を
対
象
に
、
選
書
体
験
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
町
内
の
学
校
１
校
で
実
施
し
て
い
る
講

座
で
、
約
１
６
０
冊
の
新
刊
か
ら
「
く
り
の

図
書
館
に
置
い
て
ほ
し
い
本
」「
読
ん
で
み
た

い
本
」
を
一
人
一
冊
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

様
々
な
新
刊
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
読
み
物
、

図
鑑
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
、
星
座
や
動
物
の
本

な
ど
自
分
の
「
お
す
す
め
の
一
冊
」
を
熱
心

に
選
び
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
本
は
、
１
か
月
間
栗
野
小
学
校

へ
貸
出
を
行
い
、
そ
の
後
10
月
下
旬
頃
、
く

り
の
図
書
館
に
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
ん
な

の
お
す
す
め
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

10/27 ～ 11/9 は
第 70 回 読書週間です。
読書週間はぜひ図書館へ！

新刊のご紹介
○暮らしに役立つ本

　防災グッズ完全ガイド　　完全保存版

出版 / 晋遊舎

　ひとり親の子育て　　　　著 / 諸富翔彦

　　　　出版 / ＷＡＶＥ出版

　検査でわかること　　出版 / ＮＨＫ出版

○仕事に役立つ本

　会話力のある人は、うまくいく。

著 / 中谷彰彦　　出版 / 学研

○その他　話題の本

　小説君の名は。　　　　　　著 / 新海誠

　　　　　　　出版 /KADOKAWA

毎週金曜日に約 90 冊の新刊が入ります。

9 月分
（一部）

　
読
書
の
秋
だ
！
図
書
館
へ
行
こ
う
！

秋
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り 

日時／ 10月23日（日）10：30～
場所／おはなしコーナー
おはなし／図書館職員

【内容】絵本の読み聞かせや，パネルシアターなど。
　　　予約不要です。

日時／ 10月23日（日）13：30～
場所／図書館２階　創作室１
定員／ 25名（先着順）※小学２年生までは保護者同伴。

【内容】小さな流木を土台に，ゆれるときれいな音
　　　がでるウィンドチャイムをつくります。

１

２

ブックリサイクル（無料古本市）３

日時／ 10月23日（日）～ 11月13日（日）
場所／図書館 入口　※本がなくなり次第，終了。

【内容】図書館で利用できなくなった古い本や雑誌な
どを差し上げます。毎回人気のイベントですの
で，お早目にお越しください。

事前予約制。図書館カウンターか電話でご予約を。
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１０月は土地月間です
　土地は，国民のために限られた貴重な資源です。将来の子どもたちのため，明日の豊かな暮ら

しのためにも土地の有効利用が大切です。

　土地の有効利用の実現のためには，国や地方公共団体ができる限りの取組みを行うことはもち

ろんですが，何よりも不可欠なのは土地政策に対する皆様のご理解とご協力です。

　このような観点から，毎年１０月を「土地月間」とし，１０月１日を「土地の日」と定め，普及・

啓発の充実を図っています。

　一定面積以上※１の大規模な土地について，土地に関する権利※２の移転または設定をす
る契約（土地売買等の契約※３）を締結した場合に届出が必要です。

※１一定面積以上：イ . 市街化区域 2,000㎡以上　

　　　　　　　　　ロ . イを除く都市計画区域 5,000㎡以上　

　　　　　　　　　ハ . 都市計画区域外の区域 10,000㎡以上

※２土地に関する権利：所有権，地上権または賃借権・売買予約完結権等の権利の取得

　　　　　　　　　　　　   を目的とする権利

※３土地売買等の契約：売買契約，売買予約契約，権利金を伴う賃貸契約，交換契約等

　届出をしなかったり，偽りの届出をすると，6 か月以下の懲役 , または 100 万円以下の罰金に処
せられます。

一定面積以上の大規模な土地取引には，国土利用計画法に基づく届出が必要です。

１．大規模な土地取引には，届出が必要です。
２．届出は，土地の取得者（買主）が行います。
３．届出期限は，契約締結日から２週間以内です。
４．届出に係わる土地について利用目的等の審査が行われます。
５．計画に従って適正に土地を利用しましょう。

問い合わせ先　　　　　役場企画課（℡７４ー３１１１　内線２２６２）

届出をしないと法律で罰せられます。

届出の必要な土地取引とは何ですか？
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１１月１２日土
舞台芸能祭
吉松体育館
１０：００～１５：００（予定）

文化協会加盟団体
（日舞・音楽・ダンス等）

１１月１３日日
秋まつり文化祭　吉松体育館
９：００～１３：００（予定）

【舞台発表】　円乗寺保育園・栗野幼稚園
　　　　　　幸田小学校・吉松小学校
　　　　　　栗野中学校・文化協会団体
【郷土芸能】　鶴丸棒踊り・上場地区棒踊り
【特別公演】　県立国分高等学校吹奏学部

作品展示
吉松体育館

１１月１２日土～１３日日
文化協会各団体・町内幼稚園
保育園・小中学校など

湧水町秋まつり文化祭

湧水町秋まつり

マスのつかみ取り 各団体バザー郷土芸能披露「長谷棒踊り」

●町表彰式
●農林業生産者大会
●ふるさと農林水産物直売
●マグロの解体ショー
●マスのつかみ取り
●湧水町黒毛和牛試食・販売
●湧水茶試飲・販売
●お楽しみ抽選会，各種体験コーナー
●郷土芸能披露，パフォーマンスショー
※イベント内容については，変更する場合もあります。

町表彰式・農林業生産者大会（手話通訳あり）
農林商工祭
期日：１１月２３日（水・祝日）
時間：９：００～１５：３０
場所：栗野中央公民館

11 月１２日１３日は吉松体育館へ行こう！
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９
12

９
29

９
９ 行政改革推進

委員会委員を委嘱
交通安全呼びかけ
児童からの手紙

創業３０周年
高齢者を支援

　

株
式
会
社
カ
ミ
ゾ
ノ
電
気
（
代
表
取
締
役　

神か
み
ぞ
の園
昭あ
き
の
り紀
氏
：
姶
良
市
）
は
、
創
業
30
周
年

を
迎
え
、
そ
の
記
念
と
し
て
本
町
に
歩
行
用
ス

テ
ッ
キ
32
本
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
は
、

高
齢
者
等
が
各
地
区
公
民
館
活
動
に
参
加
す

る
際
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
さ
れ

た
た
め
、
町
で
は
ご
意
向
に
沿
っ
て
、
16
各
地

区
に
２
本
ず
つ
配
布
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
同
社
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
町
は
平
成
17
年
に
町
行
政
改
革
推
進
本
部

会
議
を
発
足
さ
せ
、有
識
者
か
ら
な
る「
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
」か
ら
の
意
見
や
提
言
を
頂

き
な
が
ら
行
政
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。同

委
員
会
は
12
名（
任
期
３
年
）で
構
成
さ
れ
、前

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、再
任
並
び
に
新
任

委
員
へ
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。新
し
い
会
長

に
は
、川
添
地
区
在
住
の
福ふ

く
し
ま島
勝か

つ
お男
氏
が
選
任

さ
れ
、提
言
等
を
活
か
し
て
第
三
次
行
政
改
革

大
綱
の
基
本
理
念
で
あ
る「
未
来
に
つ
な
ぐ
開

か
れ
た
行
政
の
推
進
」を
目
指
し
ま
す
。

　

吉
松
小
学
校
６
年
生
と
交
通
安
全
協
会
吉
松

支
部
等
が
協
力
し
て
、秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
な
る「
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
へ
の
手

紙
」大
作
戦
が
鶴
丸
ロ
ー
タ
リ
ー
公
園
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。吉
松
地
域
で
は
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
を
達
成
し
、現
在
も
継
続
中
で
す

（
平
成
28
年
９
月
末
現
在
）。い
つ
も
安
全
運
転

を
心
掛
け
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
感
謝
の
手
紙

な
ど
を
手
渡
し
、子
ど
も
達
の
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
一
層
高
め
、ド
ラ
イ
バ
ー
へ
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題

第６7回　鹿児島県図画作品展
　８月２８日，県教育委員会などが主催した第６７回鹿児島県図画作品展の表彰式が県歴史資料センター黎
明館において開催されました。県下全域から応募された園児・児童生徒の作品が審査され，「日常の何気な
い風景の中に美しさや驚きを感じ，細やかな部分まで丁寧に描いた作品が多かった」と高い評価を受けまし
た。本町の入選者（３名）の図画を紹介します。

『
側
溝
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
』

▲　

吉
松
中
学
校
３
年　
　

伏
見
ひ
か
り
さ
ん

▲『みんなで遊ぶの
          　　楽しいな』

　吉松幼稚園５歳児
　松原　美璃さん

▲『バッタにのって
　　　　あそんだよ』

　轟小学校１年　
　植林　里帆さん
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短　
　

歌

蒸
し
パ
ン
の
よ
う
な
木
立
が
二
つ
あ
る
地
熱
発
電
の
湯
煙
り
高
し　
　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

梅
雨
明
け
ぬ
洗
濯
の
山
に
糊
つ
け
て
パ
リ
ッ
と
か
わ
く
敷
布
の
白
さ　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

夫
の
忌
に
合
は
せ
る
如
く
秋
風
が
赤
蜻
蛉
招
い
て
パ
ン
パ
ス
揺
ら
す　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

白
い
紙
探
し
て
メ
モ
す
夫
あ
て
は
赤
い
マ
ジ
ッ
ク
太
々
と
書
く　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

地
団
駄
を
踏
む
が
ご
と
く
の
白
雨
な
り
灼
け
し
屋
根
よ
り
白
煙
あ
が
る　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

い
き
な
り
の
雷
鳴
あ
り
て
大
粒
に
洗
濯
お
ば
さ
ん
白
布
と
駆
け
込
む　
　
　
　
　
　

木
場　

千
恵

木
漏
れ
日
に
石
碑
も
寂
し
城
跡
に
待
ち
こ
が
れ
て
か
鳴
く
や
う
ぐ
い
す　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

残
暑
日
狭
間
の
風
が
季
節
の
せ
自
然
は
バ
テ
し
身
体
癒
や
し
く
れ　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

草
丈
の
の
び
た
雑
草
除
草
す
る
残
暑
厳
し
く
み
ん
な(

シ
ル
バ
ー)

汗
し
て　

 　
　
　

城　

千
鶴
子

命
日
の
百
合
の
香
り
に
潰
さ
れ
そ
う
な
君
の
遺
骨
の
在
り
し
日
の
ご
と　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

子
守
歌
盆
か
ら
先
き
は
居お

ら
ん
ど
と
盆
に
逝
き
た
る
二
人
見
送
く
る　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

逢
ふ
度
に
「
転
ん
じ
ゃ
駄
目
よ
」
と
注
意
さ
る
お
互
い
様
と
言
葉
を
返
す　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

切
花
の
朱
色
も
妖
し
曼
珠
沙
華
あ
の
世
つ
な
ぎ
て
想
ふ
は
あ
な
た　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

地
上
波
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
時
空
超
ヘ
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
画
面
に
迫
る　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

折
れ
る
ほ
ど
紫
し
き
ぶ
実
の
な
り
し
こ
の
花
見
る
と
亡
母
恋
い
し　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

喜
寿
だ
よ
と
孫
子
に
囲
ま
れ
祝
膳
写
真
に
笑
み
て
良
き
日
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

ブ
チ
お
い
で
！
今
夜
は
月
に
手
が
届
く
か
も
し
れ
な
い
よ　

猫
を
連
れ
出
す　
　
　

福
田
三
四
五

雑
用
と
仕
事
に
追
は
れ
し
若
き
日
の
日
誌
ひ
も
と
き
今
日
も
暮
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

山
下　

勝
語

　

川　
　

柳

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
わ
り
テ
レ
ビ
に
か
ん
こ
鳥　
　

                              　
　
　

北
園
ふ
く
え

物
忘
れ
い
た
ち
ご
っ
こ
で
笑
い
合
い　
　
　
　
　

                              　
　
　

水
堀　

松
枝

悲
喜
織
っ
て
人
生
ド
ラ
マ
廻
り
独ゴ

マ楽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

わ
が
ま
ゝ
な
病
人
ナ
ー
ス
手
こ
ず
ら
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　

俳　
　

句

色
鳥
や
学
校
跡
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

墓
碑
刻
む
も
は
や
ア
カ
ネ
の
降
る
こ
ろ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

　

薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

草
ん
奴し
等
が
夏な

ち
ゃ
俺お
い

ど
ん
が
天
下
じ
ゃ
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
取
っ
た
端は
な

か
あ
ま
た
生お

え
っ
き
っ

県よ
外
せ
い
た
子　

戻
っ
来
た
か
ち
撫
で
ま
く
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
ば
っ
ば
ん
育
ち
ゃ
人じ

ょ情
が
厚あ

ち
か
ん
ど

爺じ

と
仲な

か良
ゆ
方
向
オ
ン
チ
歌
音
痴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
そ
い
じ
ゃ
っ
で
こ
そ
面お
も
し白
て
一い
つ
し
ょ生

【
お
詫
び
文
】
九
月
号
の
訂
正

　
　

薩
摩
狂
句　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
　
　
　
　
　
　
　

誤　
　

読つ

じ
た
も
ん
じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　

正　
　

続つ

じ
た
も
ん
じ
ゃ ・

こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 田中芳枝作品展 10月12日～ 11月10日

吉 松 パッチワーク教室 10月12日～ 11月10日

活動内容
　毎月第２土曜日（変更の場合あり）くりの図書館２階
の創作室にて活動しています。カントリー作品に興味の
ある方は , 是非見学に来てみてください。

いっしょに作品作りをしませんか。

トールペイント教室

開 催 日　毎月第２土曜日
開催時間　１０時００分～１２時００分
開催場所　くりの図書館
連 絡 先　栗野中央公民館　℡ ７４ - ４３１３
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※
湧
水
町
関
係
出
場
者

○
出
場
者

【
陸
上
競
技
】

▼
少
年
女
子
Ａ
走
幅
跳

　

川
島　

杏
純

　
（
鹿
児
島
高
２
年
：
西
下
場
地
区
）

▼
成
年
女
子
三
段
跳

　

末
永　

成
美

　
（
大
阪
成
蹊
大
４
年
：
中
津
川
地
区
）

▼
成
年
男
子
走
高
跳

　

上
別
府
剛
志

　
（
九
州
共
立
大
２
年
：
上
場
地
区
）

【
弓
道
競
技
】

▼
少
年
男
子
近
的
・
遠
的

　

原
口　

和
樹

　
（
加
治
木
工
業
高
３
年
：
北
方
地
区
）

　
　
　
　
　

期
日
：
９
月
４
日

　
　
　
　
　

場
所
：
埼
玉
県

▼
女
子
走
幅
跳

　

第
１
位　

末
永　

成
美　

６
ｍ
13
㎝

　
　
　
　
　

期
日
：
９
月
17
日
～
18
日

※
上
位
入
賞
者
の
み
掲
載

【
陸
上
】

▼
少
年
女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

第
１
位　

川
島　

杏
純　

15
秒
34

【
柔
道
】団
体

　

第
２
位　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

満
永　

晋
作（
中
津
川
地
区
）

　
　
　
　
　

住
谷　

秀
貴（
中
津
川
地
区
）

【
剣
道
】団
体

　

第
１
位　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

川
井
田
昂
樹（
中
津
川
地
区
）

　
　
　
　
　

松
﨑　

元
治（
中
津
川
地
区
）

　
　
　
　
　

三
堂　

翔
巧（
中
津
川
地
区
）

【
ラ
グ
ビ
ー
（
少
年
）】

　

第
２
位　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

西
牟
田
啓
太

　
（
加
治
木
工
業
高
２
年
：
北
方
地
区
）

　
　
　
　
　

松
川　

大
空

　
（
加
治
木
工
業
高
１
年
：
轟
地
区
）

【
全
空
連
空
手
道
】

　

総
合
第
３
位　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　
　
　

川
本　

友
美

　
　
　
　
　
　
　
（
東
中
下
場
地
区
）

【
ゴ
ル
フ
】団
体

　

第
２
位　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

園
田　

政
弘（
轟
地
区
）

【
ク
レ
ー
射
撃
】

▼
ト
ラ
ッ
プ
団
体

　

第
１
位　

姶
良
地
区

　
　
　
　
　

圖
師　

義
寛（
上
場
地
区
）

　
　
　
　
　

期
日
：
９
月
15
日
～
17
日

　
　
　
　
　

場
所
：
鴨
池
陸
上
競
技
場

▼
女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

第
１
位　

川
島　

杏
純　

15
秒
22

▼
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
２
位　

鹿
児
島
高　

48
秒
87

　
　
　
　
　

川
島　

杏
純

▼
女
子
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
２
位　

鹿
児
島
高　

４
分
６
秒
19

　
　
　
　
　

川
島　

杏
純

▼
女
子
走
幅
跳

　

第
１
位　

川
島　

杏
純　

５
ｍ
55
㎝

※
10
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
福
岡
県
で

開
催
さ
れ
た
全
九
州
高
等
学
校
新
人
陸
上
競

技
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
。

　
　
　
　
　

期
日
：
９
月
24
日

　
　
　
　
　

場
所
：
伊
佐
市

▼
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア

　

第
１
位　

田
底　

拓
也　

１
分
52
秒
60

　
　
　
　
　
（
伊
佐
農
林
高
２
年
）

▼
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル

　

第
５
位　

田
底　

拓
也

※
11
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
宮
崎
県
で

開
催
さ
れ
る
九
州
高
等
学
校
新
人
大
会
に
県

代
表
と
し
て
出
場
。

　
　
　
　
　

期
日
：
９
月
11
日

　
　
　
　
　

場
所
：
隼
人
町
運
動
公
園

優　

勝　

霧
島
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

郷
原　

秀
人（
下
川
西
地
区
）

　
　
　
　
　

下
村　

孝
志（
幸
田
地
区
）

　
　
　
　
　

郷
原　

悠
平（
下
川
西
地
区
出
身
）

　
　
　
　
　

期
日
：
８
月
28
日

　
　
　
　
　

場
所
：
日
置
市

優　

勝　

吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

少
年
団

　
　
　
　
　

期
日
：
９
月
25
日

　
　
　
　
　

場
所
：
姶
良
市

優　

勝　

吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

少
年
団

　
　
　
　
　
場
所
：
吉
松
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

９
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、町
内
の
30
チ
ー

ム
１
５
０
名
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

【
結
果
】

　

第
１
位　

永
山　

溜　
（
遊　

和
）　

31
打

　

第
２
位　

池
上　

滝
一（
町
議
会
）　

32
打

　

第
３
位　

野
上　

貞
夫（
六
七
会
）　

34
打

第
71
回
国
民
体
育
大
会

　
　
　
　
（
希
望
郷
い
わ
て
国
体
）

第
85
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
抗

選
手
権
大
会

こ
け
け
旗
争
奪
第
17
回
南
九
州
小

学
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
60
回
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
兼
第
34

回
全
九
州
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
予
選
会

第
70
回
県
民
体
育
大
会

柁
城
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
14
回
県
高
等
学
校
新
人
カ
ヌ
ー
競
技
大
会

２
０
１
６
南
日
本
新
聞
杯
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

湧
水
町
体
育
協
会
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

広報 ゆうすい　14
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国
保
だ
よ
り

問い合わせ先 保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：74－3111（内線2123）　　
住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：75－2111（内線3113）

次回は１１月８日（火）吉松保健センター

　午前 9：00 ～午前１１：00（受付 / 午前８：４５～）です。皆さんの参加をお待ちしています。

問い合わせ先

元気湧くわく教室
に参加してみませんか？

　栗野保健センターでは，毎月２回元気湧くわく教室を

行っています。

　前回の教室では「糖尿病」をテーマに，保健師による健

康講話，グループワーク，健康運動指導士を講師にバラン

スボールを使った運動を行いました。

砂糖含有量　NO1　決定戦！！をしました。
　上の写真は，参加者の皆さんに普段食べているお菓子の袋や飲み物を持ってきていただき，砂糖がどれ位入って
いるのか計算をしてもらっているところです。成分表の見方や食べる量の調整法などを学習しました。

血糖値をあげない食べ方の工夫

※炭水化物は糖質と食物繊維をあわ
せたものなので炭水化物を摂取する
と，同時に糖質も摂取することなる
ためこの計算式になります。

【砂糖の量を調べる計算式】

内容量÷単位量×単位量当たりの炭水化物の量

たとえば「○○○サイダー」なら
　５００ml　÷　１００ml　×　11g　＝　５５　砂糖量　５５g
　スティックシュガー（３g）に換算すると　約１８本分

入っている計算になります。

１. 適量でバランスのとれた食事をとる
　　・一汁三菜を基本に食品数をできるだけ多くとる

２．よく噛んでゆっくりたべる
　　・早食いは血糖値の上昇が早いので、20分くらいかけて、ゆっくり食べる

３．野菜からたべる
　　・野菜に含まれる食物繊維はブドウ糖の吸収速度を遅くし、急激な血糖値の上昇を抑える

主菜（肉・魚・卵・大豆など）体をつくる主
成分であるたんぱく質の供給源となるもの

１番目 ２番目 ３番目

　　　　　野菜のおかず（副菜）　　　　　　　メインのおかず（主菜）　　　　　ご飯・パン・麺（主食）

※果物類はそれほど血糖値は上げませんが食べ過ぎに気を付けましょう。

主食（ご飯・パン・
麺類など）炭水化物を
多く含み，エネルギー
源となるもの 副菜（汁物・野菜・海藻・きのこなど）

ビタミンやミネラル，食物繊維を多く含むもの
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　10月31日をハロウィンと認識している人が多いですが，実は欧州，そして世界の歴
史を大きく形作った出来事を記念する日でもあります。1517年のその日に，ドイツの
ウィッテンベルクで修道士のマーティン・ルターは，街中の教会の扉にある文章を張り
出しました。当時のカトリック教会の教えに抗議する「95か条の論題」が記されていたこ
の文章を，ルターはあくまでヴァチカンとの神学的な対話を申し込むつもりで書きまし
た。しかし，それに続く出来事がいずれキリスト教圏をカトリック教会とプロテスタント教会に分ける「宗教改革」という
運動に繋がることを，本人は知る由もありませんでした。
　当時のヴァチカンでは，サン・ピエトロ大聖堂の再建築が進められていました。莫大な建築費を要するこのプロジェ
クトの一部の資金を集めるために，ヴァチカンは贖

しゅくゆうじょう

宥状を販売することにしました。贖宥状とは，罪に対する死後の罰
を減免する証明書です。それを購入することによって，地上で十分な善をなしえなかったまま死んだ信者の罪が赦

ゆる

され，
その人を天国に入れることが可能だとされていました。ルターは「95 か条の論題」でこの教えを聖書と照らし合わせた
結果，教皇ではなく神様だけに罪の赦す権利があり，その赦しはお金で買えるものではないと主張しました。それ故に，
贖宥状を販売することは正しくないという見解を持っていました。ルターの自説をヴァチカンは異端とみなし，彼を神
聖ローマ帝国の帝国会議に出頭させ，主張を全部撤回するように要求しました。「聖書に書かれていないことを認めるわ
けにはいかない」と拒絶したルターは破門され，それ以降無法者で帝国と教会の敵とされました。しかし，「95 か条の論題」
とルターの他の論文の複製版が欧州中に広まっていたため，彼と同じ考えを持った神学者と影響力のある同調者は特に
ドイツに大勢いました。その同調者はルターの扱われ方に抗議 ( ラテン語：p

プ ロ テ ス タ ー リ

rotestari) したため，「プロテスタント」と
呼ばれるようになりました。
　カトリック教会は聖書，伝統とその両者を解釈する教皇の３つを「権威」としています。しかし，贖宥状の販売を権
力の乱用と考えていたプロテスタント派はそのようなことを避けるように，聖書だけを最高権威としていました。今「プ
ロテスタント」と呼ばれているキリスト教徒・教会は同じことを信じ，多くの人は毎年 10 月 31 日を「宗教改革記念日」
として祝っています。

16 世紀の宗教改革は , 聖書と
教皇の役割を巡る論争でした。

過去から学ぶ , 鹿児島市と人吉市
　湧水町のみなさん，こんにちは。私が湧水町に来てから１か月と少し経ちますが，その

時間をとても楽しく過ごすことができました。私は，頑張って学生の名前を覚えたり，日

本語の練習をしたり，学校での異なる教え方を見習ったりしています。町内の学校には，

それぞれの持ち味があって楽しいと思います。　　　　　

　私はこの１か月，鹿児島の歴史を学び，湧水町近辺を廻って探検をしていました。

　９月は，鹿児島市の維新ふるさと館に行ってみました。そこの展示で，明治維新につ

いて学び，鹿児島の歴史と近代日本を形作った人物にとても感心しました。特に西郷隆盛と大久保利通が面白いと思い

ました。その２人は，私が以前考えていたよりも複雑で興味深い人生を送りました。近代日本の社会をもっと知ること

ができてよかったと思います。伝統を尊重しながら文明の発展を追求する今の日本社会の土台を作るのに，鹿児島があ

んなに重大な役目を果たしたことを私は知りませんでした。

　また，人吉城跡にも行ってみました。１３世紀に建てられた人吉城は，日本 100 名城に登録されています。そこから

美しい風景を見渡すことができます。私は城跡を歩きながら，城がまだ使われていた頃のことを想像してみました。城

壁に立ってみて賑わっている城内や，そこで起こった戦闘のシーンが思い浮かびました。日本が近代化する中で，人吉

城は明治４年に廃城になりました。

　しかし城跡は，地域の歴史を知り，社会が向かっている方向を考えるチャンスを私たちに与えてくれているではない

かと思います。

トマスの湧水記

ジョシュア・リオンの国際交流日記

もう一つの10月 31日　～宗教改革について～
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発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第187回 「ステンド折り染めで作る窓枠飾り」
　障子紙に折り染めをして，模様を作ります。面白い模様を好きなようにトリ
ミング→ラミネートして，ウィンドウステッカーに仕上げ，楽しみましょう。
日　時／平成28年10月15日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立武岡台養護学校　東郷　奈緒子　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

第188回 「民族楽器・レインスティック作り」
　紙筒の中に細工を施し,柔らかな雨のような音がする民族楽器を作ります。自
然素材を使って自分だけのエスニック装飾の楽器づくりにチャレンジしよう！
日　時／平成28年11月19日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立南薩養護学校　德田　景　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

平成 28 年９月（第 186 回）の
発見楽しみ工房の制作風景
　鹿児島大学教育学部附属中学校の前之
園礼央先生と一緒に , 世界一軽いバルサ
の木を切って，削って，磨いて，世界に
１つの「和みのカタチ」を作りました。

【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

，
，

，

，
， ， ，

，， ，

， ，

，

，
，

，，

，

，

，
，

，

，

　すべての人は，生まれながらにして，自由と平等であり，人間として尊ばれ，人
間として幸せに生きる権利を有しています。
　これらの権利は，日本国憲法において基本的人権として保障されていますが，私た
ちは，知らず知らずのうちに人を差別し，人権を侵害し，人の心を傷つけて不幸にし
ていることがあります。
　お互いの人権を守って明るい社会を築き，あらゆる差別をなくすることが町民みん
なの願いであります。
　私たち湧水町民は，心をひとつにして基本的人権を尊重し，差別のない明るく住み
よい湧水町を実現するため，ここに「人権尊重の町」を宣言します。

平成１７年１２月１８日　湧水町

　社会の中で様々な人権問題に悩み苦しんでいる人たちがいます。

　なぜでしょう・・・。今一度「人権」って何なのか，そしてお互い

の権利を尊重し合うことの大切さを考えてみませんか。

　次号から，日常の中の「人権」をテーマに掲載します。
　私たち一人ひとりが人権に対する自覚と責任をもち，あらゆる差別をなくすための正しい知識と認識を
深め，差別のない明るく住みよい町にするために私たちに何ができるのか，一緒に考えるきっかけになれ
ばと願っています。

人権とは・・・

問い合わせ先 栗野庁舎　住民課　☎ 74ー3111（内線 2151）
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自殺について
知ってください

自殺を選んでしまった人には ,
どんな悩みがあったのでしょうか

　自殺とこころの病気の関係

　毎年，約 3 万人の方が自ら命を絶たれて
います。鹿児島県においても，約 340 人も
の尊い命が失われており，この数は交通事
故死亡者数の約 3 倍にあたります。
　全体では働き盛りの中高年の割合が高い
のですが，若者にも増えており 15 ～ 34 歳
では自殺が死因の第 1 位になっています。
自殺は日本にとって深刻な社会問題です。

　原因・動機が明らかな
もののうち，その原因・
動機が「健康問題」にあ
るものが 12,145 人で最
も多く，次いで「経済・
生活問題」（4,082 人），

「家庭問題」（3,641 人），
「勤務問題」（2,159 人）
の順となっており，この
順位は前年と同じです。

　～自殺には「こころの健康問題」が関連するケースが多くみられます～
　自殺の原因・動機の大部分を占める健康問題の中には，うつ病やアルコール依存症などの「こころの健康問題」
が関連するケースが多くみられます。うつ病やアルコール依存症などの精神疾患には，有効な治療法が確立してい
ます。医療機関を受診し，適切な治療を受けることが大切です。

○うつ病
　抑うつ気分やイライラ感がいつ
までも続いてなかなか回復せず日
常生活に支障が出たり，本人がつ
らい思いをする病気です。不眠，
食欲不振をはじめ，さまざまな身
体の症状も出ます。性格や弱さ，
怠惰の問題ではありません。

　自殺の多くは，さまざまな悩みや問題を一人で抱えるうちに，心理的に『追い込まれた末の死』です。

こころの声に耳を傾けて大切な人の命を守りましょう。

○アルコール依存症
　「これではいけない」とわかって
いても，なかなか飲酒習慣が断ち切
れず，セルフコントロールがきかな
くなり身体，精神，対人関係に問題
が出てくる病気です。背後にうつ病
が潜んでいることも多く，あわせて
チェックが必要です。

○統合失調症
　幻覚や妄想によって言動に一貫
性がなくなり情緒不安定となった
り，不眠やうつ状態、興味や意欲
の減退などの症状が出ます。それ
に伴って人々と交流したり，生活
していく機能に障害が出てきま
す。

　

９
月
10
日
か
ら
９
月
16
日
は
自
殺

予
防
週
間
で
し
た
。

　

湧
水
町
で
は
、
自
殺
に
つ
い
て
の

誤
解
や
偏
見
を
な
く
し
、
命
の
大
切

さ
や
自
殺
の
危
険
を
し
め
す
サ
イ
ン

に
気
づ
い
た
時
の
対
応
方
法
な
ど
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

姶
良
保
健
所
職
員
の
協
力
を
も
ら

い
タ
イ
ヨ
ー
栗
野
店
前
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
ま
し
た
。

【問い合わせ先】　湧水町栗野保健センター　☎７４－３１２０

ひとりで悩まないで
～一人ひとりの大切ないのち～

家庭問題
12％

健康問題
40％

経済・生活問題
13％

勤務問題
7％

男女問題
3％

学校問題
1％

その他
4％

不詳
20％



19 　広報 ゆうすい  Vol. 139　2016.10

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

鹿
児
島
矯
正
展（
テ
ー
マ
：
地
域

と
と
も
に
）の
開
催
に
つ
い
て

　

法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

矯
正
施
設
の
業
務
内
容
等
を
一
般
社

会
の
方
々
に
広
く
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
刑
務
所
で
製
作
し
た
刑
務
所
作

業
製
品
等
の
展
示
・
即
売
を
通
し
て
、

受
刑
者
の
円
滑
な
社
会
復
帰
支
援
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
鹿
児
島
矯
正
展

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

　

10
月
29
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

10
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

▼
場
　
所

鹿
児
島
刑
務
所

　
（
湧
水
町
中
津
川
１
７
３
３
）

▼
内
　
容
　

　

刑
務
所
内
見
学
、
パ
ネ
ル
・
模
擬

居
室
・
文
芸
作
品
等
の
展
示
、
刑
務

所
作
業（
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
製
作
等
）

の
体
験
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示

即
売
、
更
生
保
護
女
性
連
盟
・
地
域

協
力
店
等
に
よ
る
バ
ザ
ー
及
び
軽
食

の
販
売

▼
問
合
せ
先
　

　

鹿
児
島
刑
務
所

　

☎
０
９
９
５

－

７
５

－

２
０
２
５

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
の
実

施
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
と
（
公
社
）
鹿
児
島
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
共
催
で
標

記
の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
　
時
　

　

11
月
24
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

▼
場
　
所

　

サ
ン
・
あ
も
り
１
階
研
修
室

　
（
霧
島
市
隼
人
町
見
次
１
３
７
１
）

▼
相
談
内
容

○
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る
こ

と○
税
金
に
関
す
る
こ
と

○
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

○
登
記
に
関
す
る
こ
と

▼
相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
司
法
書
士

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
土
木
部
建
築
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
７
０
７

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や
人

材
育
成
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）

が
２
０
１
６
年
度
秋
の
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

世
界
に
は
、
あ
な
た
の
技
術
や
経

験
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
が
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間

　

11
月
４
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
資
格

○
青
年
海
外
協
力
隊

２
０
１
７
年
４
月
１
日
時
点
で
満
20

歳
以
上
、
か
つ
２
０
１
６
年
11
月
４

日
時
点
で
満
39
歳
以
下
の
日
本
国
籍

の
方

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
６
年
11
月
４
日
時
点
で
満
40

歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
の
方

▼
募
集
分
野

　

農
林
水
産
、
保
健
・
医
療
、
保
健
・

医
療
、
公
共
・
公
益
事
業
、
人
的
資

源
等

▼
派
遣
国

　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な

ど
約
70
か
国

▼
派
遣
期
間

　

１
年
間
、
ま
た
は
２
年
間

▼
重
要
な
お
知
ら
せ

　

応
募
時
に
指
定
の
「
語
学
力
申
告

台
紙
」の
提
出
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
九

州
国
際
セ
ン
タ
ー【
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
】

市
民
参
加
協
力
課

　

☎
０
９
３

－

６
７
１

－

６
３
１
１

○
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  http://w
w

w
.jica.go.jp

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　

平
成
32
年
に
第
75
回
国
民
体
育
大

会
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
年
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
か
ご
し
ま
国
体
は
、
国
民
の
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が
一
層
の
高

ま
り
を
見
せ
る
中
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

第
75
回
国
民
体
育
大
会
鹿
児
島
県

準
備
委
員
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
、
か
ご
し
ま
国
体
の
開

催
に
向
け
た
取
組
や
市
町
村
、
競
技

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　

　
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kagoshim
akokutai2020.

jp/▼
問
合
せ
先
　

　

第
75
回
国
民
体
育
大
会
鹿
児
島
県

準
備
委
員
会
事
務
局
（
県
庁
国
体
準

備
課
内
）　

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
８
６
５

鹿
児
島
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
の

ご
案
内

　

鹿
児
島
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
で

は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
方
々
が

抱
え
る
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
の
解

決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
相
談
内
容

法
律
、
生
活
・
福
祉
、
健
康
・
介
護
、

医
療
、
年
金
、
税
金
、
住
宅
、
福
祉

機
器
に
関
す
る
相
談

▼
電
話
相
談

　

☎
０
１
２
０

－

１
６
５
２
７
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）、ま
た
は
☎

０
９
９

－

２
５
０

－

０
１
１
０
に
お

掛
け
く
だ
さ
い
。業
務
時
間
外
は
、自

動
音
声
に
従
っ
て
用
件
を
お
話
し
く

だ
さ
い
。（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は

休
み
。）

▼
問
合
せ
先

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
９

－

２
５
０

－

７
４
４
１

11
月
8
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

で
す

　

口
は
、
食
べ
る
、
呼
吸
を
す
る
と

い
う
生
命
維
持
に
必
要
な
機
能
と
話

す
、
表
情
を
作
る
と
い
う
社
会
生
活

を
送
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
重
要
な
機
能
を
持
つ
器
官
で
あ

り
、
歯
と
口
腔
の
健
康
を
保
つ
こ
と

は
、
豊
か
な
生
活
を
送
る
上
で
、
と

て
も
大
切
で
す
。

　

80
歳
で
20
本
以
上
の
自
分
の
歯
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
む
し

歯
や
歯
周
病
の
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７
２
１

Infomation
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10/19 水 　　ブックリサイクル（～ 11/13）　図書館入口
　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 11/ ２ 水 　　母子相談（受付14：00 ～ 14：30）

　　※時間厳守

10/20 木 １１/ ３ 木 　　文化の日おはなし会　14：00 ～
　　おはなしコーナー

10/21 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

11/ ４ 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

10/22 土 粗大ゴミ収集日（川西地区） 11/ ５ 土

10/23 日
　　としょかんまつり　
　　　おはなし会（10：30 ～）
　　　創作教室　（13：30 ～）※要予約

１１/ ６ 日

10/24 月

　　休館日
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（13：30 ～ 15：00）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

11/ ７ 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

10/25 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

11/ ８ 火
　　げんき湧くわく教室

（9：00 ～ 11：00　受付 8：45 ～）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

10/26 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 11/ ９ 水
　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）

10/27 木
　　休館（館内整理日）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
粗大ゴミ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

11/10 木 定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴で
きます。（一部非公開の場合もあります。）

10/28 金 資源ごみ収集日（川東地区） 11/11 金 資源ごみ収集日（川東地区）

10/29 土 11/12 土 　　　 絵本作家　鈴木のりたけ講演会（14：00）

10/30 日 11/13 日

10/31 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

11/14 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

11/ １ 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

11/15 火
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

吉中公

催し物
コーナー

瞳の会　書展　　　　　（10月18日～ 11月6日）

霧島アートの森
中高生美術大会作品展　（11月８日～ 11月13日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

１０月１６日（日）
　前田医院　　　　　　74 － 5001
１０月２３日（日）
　霧島桜ヶ丘病院　　　78 － 3135
　さくらの杜薬局　　　78 － 8282
１０月３０日（日）
　林内科　　　　　　　72 － 1818
　サン調剤薬局　　　　72 － 1800

１１月３日（木）
　春田医院　　　　　　76 － 0053
１１月６日（日）　
　林内科医院　　　　　75 － 2047
　ピアノ薬局　　　　　75 － 4526
１１月１３日（日）
　ひらしまクリニック　74 － 2800
　くるみ薬局　　　　　74 － 5869

日曜・祝日在宅医（薬局）（10・11月）

9
月
1
日
（
木
）

・
え
び
の
駐
屯
地
存
続
期
成
同
盟
会
要

望
会

9
月
2
日
（
金
）

・
町
農
業
農
村
整
備
事
業
環
境
情
報
協

議
会

9
月
3
日
（
土
）

・
高
齢
者
訪
問

9
月
6
日
（
火
）

・
新
農
業
委
員
及
び
推
進
員
報
告
書
受

領
・
議
会
運
営
委
員
会

・
農
業
者
年
金
受
給
者
会
吉
松
支
部
総

会
9
月
7
日
（
水
）

・
平
成
５
年
度
災
害
関
連
緊
急
治
山
事

業
現
地
調
査
（
川
添
地
内
）

9
月
8
日
（
木
）

・
議
会
本
会
議

9
月
9
日
（
金
）

・
議
会
本
会
議

・
ゆ
め
・
と
き
め
き
ふ
れ
あ
い
交
流
ス

ポ
ー
ツ
大
会

9
月
10
日
（
土
）

・
グ
リ
ー
ン
光
芳
敬
老
祝
賀
会

9
月
11
日
（
日
）

・
栗
野
中
学
校
体
育
祭

・
老
竹
地
区
敬
老
会

9
月
12
日
（
月
）

・
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

9
月
13
日
（
火
）

・
議
会
本
会
議

9
月
14
日
（
水
）

・
議
会
本
会
議

9
月
15
日
（
木
）

・
区
長
会

9
月
16
日
（
金
）

・
姶
良
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

・
森
林
管
理
署
と
の
協
議

9
月
17
日
（
土
）

・
心
光
保
育
園
運
動
会

・
円
乗
寺
保
育
園
運
動
会

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
く
り
の
敬
老
祝
賀

会
9
月
18
日
（
日
）

・
吉
松
幼
稚
園
運
動
会

・
栗
野
幼
稚
園
運
動
会

・
米
永
地
区
敬
老
会

9
月
19
日
（
月
）

・
上
場
地
区
敬
老
会

9
月
22
日
（
木
）

・
老
竹
地
区
彼
岸
大
運
動
会

・
秋
の
交
通
安
全
運
動
・
地
域
安
全
運

動
合
同
出
発
式

・
下
川
西
地
区
敬
老
会

9
月
24
日
（
土
）

・
鶴
丸
地
区
敬
老
会

9
月
25
日
（
日
）

・
幸
田
小
学
校
・
幸
田
地
区
運
動
会

・
栗
野
小
学
校
運
動
会

・
吉
松
中
学
校
運
動
会

9
月
26
日
（
月
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

9
月
27
日
（
火
）

・
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
栗

野
地
域
）

・
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
吉

松
地
域
）

9
月
28
日
（
水
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
運
動
会

・
国
民
体
育
大
会
（
弓
道
競
技
）
出
場

報
告

9
月
29
日
（
木
）

・
議
会
本
会
議

9
月
30
日
（
金
）

・
県
畜
産
共
進
会
出
品
者
激
励

町
長
動
静　
　
（
9
月
１
日
～
30
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

長ナ
ガ
ク
ラ倉　

佑ユ
ウ
マ真　
　
　

 

正
幸　
　

 

新
替
団
地

川カ
ワ
シ
マ島　

瑛エ
イ
ト太　
　
　

 

太
一　
　

 

宮
前

今イ
マ
ム
ラ村　

海カ
イ
ト翔　
　
　

 
誠　
　

 　

水
窪

徳ト
ク
ナ
ガ永　

清セ
イ
ガ雅　
　
　

 
博
元　
　

 

別
府

三ミ
ヨ
シ好　

由ユ

マ真　
　
　

 
由
也　
　

 

町
外

（
平
成
28
年
９
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
９
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
９
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

田
尾
原
の
永
田
裕
子
さ
ん
か
ら

（
稔
さ
ん
死
去
）

東
下
場
の
大
山
ヒ
サ
さ
ん
か
ら

（
満
夫
さ
ん
死
去
）

松
本
の
西
芳
文
さ
ん
か
ら

（
チ
ヨ
子
さ
ん
死
去
）

永
山
の
池
ノ
上
義
行
さ
ん
か
ら

（
安
子
さ
ん
死
去
）

会
田
の
井
手
上
正
行
さ
ん
か
ら

（
健
二
さ
ん
死
去
）

町
外
の
有
田
充
冶
さ
ん
か
ら

（
キ
リ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
橋
口
茂
樹
さ
ん
か
ら

（
フ
ミ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
新
屋
利
美
さ
ん
か
ら

（
和
子
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

新
屋　

和
子 

86
歳 

中
郡
後

重
信　

久
美 

79
歳 

塔
之
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

大
山　

満
夫 

73
歳 

東
下
場

今
村　

明
良 

65
歳 

新
町

川
畑　

義
秋 

68
歳 

上
原

永
川　

眞
人 

72
歳 

上
原

小
泉　

道
子 

80
歳 

老
谷
西

有
村　

イ
ヱ 

87
歳 

支
区
外

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,842人（  －30人）

  男      4,587人（  －14人）

  女      5,255人（  －16人）

世帯数  4,877戸（  －  9戸）

　転入　　 11人
　転出　   32人
　出生　　   4人
　死亡　　 13人

平成28年9月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】




